
 

基本目標 ２

施策目標 （1）

基本施策分野 ①

事業名称 担当課 事業年度 １8年度実績 １７年度実績

こども福祉 Ｈ17～21 各種事業内容の継続 各種事業内容の継続

こども福祉 Ｈ17～21 ２保育所に各１人担当保育士配置 ２保育所に各１人担当保育士配置

こども福祉 Ｈ17～21 草内保育所で継続実施中。 草内保育所で継続実施中。

学校教育 Ｈ17～21
同志社大学の見学、同志社大学ラグビー部、サッカー部、馬術部等と
の交流及び幼小連携事業などを各幼稚園で行った。

同志社大学の見学、同志社大学ラグビー部、サッカー部、馬術部等との
交流及び幼稚園・小学校連携事業などを各幼稚園で行った。

1 小学校
　草内小の屋外階段、北校舎普通教室、１階廊下天井改修、３階軒天補修、
薪小のフェンス、２・３階廊下手洗、１階職員室便所改修、田辺東小の給食室
サッシ・網戸改修、田辺小の防球ネット新設、普賢寺小の２階便所改修、三山
木小の１階南側便所、校舎東面庇改修、大住小の体育館瓦棒屋根防水改修
工事、フェンス改修などの事業を行い、施設の維持管理及び教育環境の充
実を図った。

１．小学校   桃園小の２～３階階段照明、体育館倉庫樋・側溝改修、大
住小の１階便所改修、薪小のフェンス改修、普賢寺小の手洗い場、校
舎屋上フェンス、屋外階段、一階便所改修、三山木小の給食室アルミ
サッシ改修、田辺東小の体育館屋根防水改修などの事業を行い、施設
の維持管理及び教育環境の充実を図った。

２　幼稚園
　田辺幼の保育室改修、壁モルタル撤去及び復旧、薪幼の掲揚柱撤去新
設、大住幼の西園舎便所改修、松井ケ丘幼の昇降室前側側新設工事などの
事業を行い、施設の維持管理及び教育環境の充実を図った。

２．中学校　・田辺中の北校舎三階音楽室、体育館二階更衣室、一階
便所改修、大住中シャッター新設などの事業を行い、施設の維持管理
及び教育環境の充実を図った。

河原保育所アスベスト調査・南山保育所軒天井改修工事

３．幼稚園  ・大住幼の保育室改修、駐車場の新設、田辺幼の側溝・桝
改修、保育室湯沸室タイル補修、東側園舎保育室改修、三山木幼の
フェンス改修、シャッター新設などの事業を行い、施設の維持管理及び
教育環境の充実を図った。

◎　展開する事業群(2-1-1)◎　展開する事業群(2-1-1)◎　展開する事業群(2-1-1)◎　展開する事業群(2-1-1)

○保育内容の充実（保育所）

保育・教育内容や
活動、施設の充
実

○家庭支援推進保育事業の実施

○保育所園庭の芝生化の検討

○特色ある園づくり
（幼稚園：体験活動等を生かした活動や幼
児の特性や発達に応じた指導方法の工夫）

○保育所、幼稚園、小・中学校等施設の計
画的な
　改善

こども福祉
教育総務

Ｈ17～21

子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環境づくり

心身を健やかに育む子育て環境の充実

保育・教育環境の充実

事業内容（細事業）



４．保育所　草内保育所、幼児用便所換気扇設置工事・三山木保育
所、０，３，４，５歳児室改修工事、給食室網戸設置工事、０，４，５歳児出
入り口扉錠設置工事・南山保育所、藤棚撤去工事、鉄柵撤去工事

意見発表等の機
会の充実

学校教育
こども福祉

Ｈ17～21
平成１８年１１月５（日）　同志社大学恵道館で実施。　発表者　１３人　作品応
募総数　１１５８人　参加者数１５０人

平成１７年５月８日（日）　中央公民館大ホールで実施。　発表者　１３人
作品応募総数　１，０２６人　参加者数　３００人

学校教育 Ｈ17～21

田辺小・草内小を指定校とし３年計画で実施　同志社大学等の学生
ボランティアによる学習支援を実施　登録者４３人　総合的な学習の時
間等で地域の人材を活用　小学校３～６年生児童１名５００円、１学級
５，０００円を配分。　中学校生徒１名５００円、１学級１０，０００円を配分

田辺・草内小学校を指定校として３年計画で実施した。　・同志社大学
等の学生ボランティア（登録者数　１５人）による学習支援を実施した。ま
た総合的な学習の時間等で地域の人材を活用した。消耗品の補助に
ついては、小学校１・２年生児童１名５００円、１校５，０００円を配分。中学
校生徒１名５００円、１校１０，０００円を配分を行った。

学校教育 Ｈ17～21 各中学校２年生を対象に全員が体験学習を行った。 各中学校２年生を対象に、全員が体験学習を行った。

学校教育 Ｈ17～21
派遣予定表に基づき実施した。　３人のＡＥＴが３中学校を概ね１月単
位でローテーションして英語授業の補助をした。また、小学校及び幼
稚園へも派遣し、英語活動を行った。

３人のＡＥＴが３中学校を概ね１月単位でローテーションして英語授業の
補助をした。また、小学校及び幼稚園にも派遣し、英語活動を行った。

教員の活用が増えるとともに生徒の活用も広がりつつある。しかし京田
辺市では小学校でのコンピュータ教室を作っていないため、液晶プロ
ジェクターを活用して授業をしようとすると設置・設定が必要となり、コン
ピューターを使った授業のやる気はあるが接続や技術の不安がある先
生方も多く、活用の障害になっている。それを解決するためには、ＩＴ化
された教室の設置で一般教科への対応がより可能になり児童・生徒の
学力向上につながると考えられる。

　また小学校へのパソコン教室の設置よりも予算的にコストダウンにな
り、活用状況の幅も広がる。大型モニター６５インチコンピューター液晶
タブレツビデオ・ＤＶＤ・スピーカー等を３校に設置した。　 目標：各教室
２台、特別教室１０台、コンピューター教室４２台

社会の変化に対
応する教育の推
進

○国際理解教育の充実
　・ＡＥＴの活用（外国人による英語授業）

○「子どもの主張大会」の実施

○特色ある学校づくり
　・市研究指定校制度（学校改善）（★）
　・社会人講師の活用（地域人材の活用）
　　（再掲3-（1）-⑤）
　・総合的な学習の補助（消耗品の補助）

学力の充実・向上
と個性を生かす教
育の推進

○進路指導の充実
　・職場体験学習

Ｈ17～21

教員の活用が増えるとともに生徒への活用も広がりつつある。しかし、
京田辺市では小学校ではコンピュータ教室を作っていないため、液晶
プロジェクターを活用して授業をしようとすると設置・設定が必要とな
り、コンピュータを使った授業のやる気はあるが、接続や技術の不安が
ある先生方も多く、活用の障害になっている。それを解決するために
は、ＩＴ化された教室の設置で一般教科への対応がより可能になり、児
童生徒の学力の向上につながる。また、小学校へのパソコン教室の設
置よりも予算的にコストダウンになり、活用状況の幅も広がる。大型モ
ニター６５インチコンピュータ液晶タブレッビデオ・ＤＶＤ・スピーカ等を
３校に設置

○情報教育の充実①（☆）
　・コンピュータ等の機器の充実

学校教育



学校教育 Ｈ17～21

教員のコンピュータ活用も広がり、授業のプリント作成やデータサーバ
を活用した補修学級プリント・休業中のワークブック等の作成に活用さ
れている。情報関係の授業だけでなく一般の授業でのコンピュータ活
用事例も増えてきている。（主要施策を参照した）・情報教育コーディ
ネーター派遣　１２か月（予算・決算）

教員のコンピューター活用も広がり、授業のプリント作成やデーターサー
バを活用した補修学習プリント・休業中のワークブック等の作成に活用さ
れている。情報関係の授業だけでなく一般の授業でのコンピューター活
用事例も増えてきている。（主要施策を参照した）　・情報教育コーディ
ネイター派遣　１２ヶ月（予算・決算）　　　　　　目標：全学校、全学年で
授業での活用率向上（月１回→週１回→日１回）

◎　生きる力文部科学省の中央教育審議会では、①自分で課題をみつけ、自ら学び、         

自ら考え主体的に判断し、よりよく問題を解決する能力、②自らを律しつつ、

他人と協調し他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性とたくましく

○情報教育の充実②（☆）
　・コーディネータ・ネットワーク、ソフト管理
　　配置事業
　・情報モラルやマナーの育成
　・情報通信ネットワークやコンピュータなど
を
　　積極的に活用する能力、態度の育成

生きるための健康や体力をさしている。


